
 

第 3章 1-7-1-1 

 

１．７（１）多段ターボブロワ  出来形基準（据付精度）            １／２ 

測定項目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

据付基礎台の

モルタル打設 

±3.0 ㎜以内 

 

コンクリート又はモルタル仕上

げを施工した面の表面うねり

をオートレベルにて測定す

る。それぞれの測定値が３mm

以上ある場合は防振床盤と置

く面のみ基準値に入るよう基

礎面の修正を行う。 

 

防振床盤の据

付 

Ａ：床面に直

接置く場

合 

 

 

高さの精度 

±3.0 ㎜以内 

 

 

 

コンクリート又はモルタルの上

に右図のように直接防振床盤

を設置する場合の据付面のレ

ベル。  

Ｂ：ソールプ

レートを

設置した

上に防振

床盤を置

く場合 

高さの精度 

±1.0 ㎜以内 

 

水準器をソールプレートに当

て、測定する。又はレベルに

て測定する。 

防振床盤（防振装置）の下に

ソールプレートを設置する場

合は、ソールプレートの下にラ

イナー等の調整金具を入れ

て据付床面の高さを調整す

る。 

 

Ｃ：防振床盤

を共通床

盤下面に

取付てこ

れを基礎

に固定す

る場合。 

高さの精度 

±1.0 ㎜以内 

 

水準器を共通床盤上に当て、

測定する。 

・ 防振装置（防震ゴム）の

固定法 

１）防振装置を共通床盤下面

の所定位置に取付基礎上

に設置する。 

２）ジャキボルトにて共通床盤

を所定の高さに調整する。 

３）共通床盤の水平芯出し後

モルタル充填を行い、防

振装置を基礎に固定す

る。 

４）モルタル硬化後ジャキボル

トを緩める。 

５）送風機本体（モーターとも）

を共通床盤に設置して全

重量を防振装置にかける。 

６）共通床盤の水平微調整は

Ａ面でライナー調整を行

う。 



 

第 3章 1-7-1-2 

 

 

１．７（１）多段ターボブロワ  出来形基準（据付精度）            ２／２ 

測 定 項 目 基 準 値 測 定 基 準 測 定 基 準 参 考 図 

ブロワの据付 

(1)水平の精度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)中心線のずれ 

 

0.2 ㎜以内 

（１ｍ当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

±5.0 ㎜以内 

 

 

 

 

軸芯の水平度の測定は

次のいずれかで行う。 

 1)台板に水準器を当

てて測定する。 

 2)ケーシングの上下

合せ面で測定する。 

 3)送風機軸上にて測

定する。 

軸芯と直角方向は上下

合せ面で測定する。 

送風機のレベル調整。 

防振ゴム付属の調整ボ

ルト等によって水平に

できる場合は、調整ボ

ルトの調整により送風

機本体の水平加工面の

水平度の調整をする。 

 

 

 

 

ブロワの芯出し 

(1)軸芯のずれ 

 

 

 

 

 

(2)軸芯の平行度 

 

二次芯出しに

て、ダイヤルゲ

ージの振れで

0.05mm 以内 

 

 

二次芯出しに

て、±0.03 ㎜以

内（ダイヤルゲ

ージの振れ又

はスキマゲー

ジにて測定し

0.06mm 以内） 

 

 

 

ダイヤルゲージをカッ

プリングの外周に取り

付けて、90°、180°、

270°、360°回転させ

て測定する。 

 

軸芯の平行度に準じて

測定する。 

 

 

 

 

 


